
令
和
五
年
度

修
士
論
文
・
卒
業
研
究
題
目
一
覧

修

士

論

文

日
本
文
学
・
日
本
語
文
化
専
攻

近
代
中
国
語
に
お
け
る
日
本
漢
語
の
借
用

中
国
の
雑
誌

『

集
成
報』
を
中
心
にト

ウ

ミ
ツ

(

唐

蜜)

歴
史
文
化
専
攻

中
近
世
移
行
期
の
伊
勢
角
屋
と
太
平
洋
海
運

西

山

翼

卒

業

研

究

大
池
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

現
代
に
お
け
る
掛
け
軸
の
使
わ
れ
方
と
存
在
価
値

加

唐

杏

美

常
用
漢
字
と
常
用
漢
字
教
育
に
つ
い
て

川

島

穂
菜
美

『

新
明
解
国
語
辞
典』

第
八
版

増
補
項
目
に
お
け
る
理
由
の
考
察

後

藤

沙

苗

懐
素
の
作
品
か
ら
見
る
、

書
道
家
の
性
質
と
作
品
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て

狂
草
作
品
を
例
に

鈴

木

汐

音

高
芙
蓉
と
篆
刻

鈴

木

桃

花

藤
原
俊
成
と
藤
原
定
家
の
書
の
比
較

鈴

木

悠

仁

戦
国
時
代
楚
、
越
に
お
け
る
鳥
蟲
書

戸

松

俊

介

明
末
清
初
の
狂
草
の
流
行
に
お
け
る
社
会
背
景

細

川

詩

音

蘇
軾
の
書｢

黄
州
寒
食
詩
巻｣

の
研
究

松

枝

哲

大
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太
宰
治
の
作
品
に
私
生
活
や
時
代
背
景
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

中
期
を
中
心
に

宮

口

香

織

勝
亦
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

『

竹
取
物
語』
に
お
け
る
月
と
は
な
に
か

『

万
葉
集』
を
通
し
て

石

榑

紗

和

『

源
氏
物
語』

夕
顔
巻

｢
顔
を
も
ほ
の
見
せ
た
ま
は
ず｣

考

袖
説
と
覆
面
説
か
ら

内

山

恵

里

『

百
人
一
首』

の
撰
歌
意
識

和
歌
と
定
家

大

西

那
瑞
菜

『

蜻
蛉
日
記』

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

和
歌
と
衣
装
描
写
に
関
し
て

大

村

利

美

『

更
級
日
記』

に
お
け
る
夢
の
役
割

可

児

悠
太
朗

在
原
業
平
は
本
当
に

｢

イ
ケ
メ
ン｣

だ
っ
た
の
か

宰

務

慎
太
朗

平
安
文
学
に
お
け
る

｢

梅
花｣

の
受
容

｢

紅
梅｣

と『

枕
草
子』

を
中
心
に

笹

尾

ま
ど
か

『

源
氏
物
語』

に
お
け
る
末
摘
花
の
人
物
像
に
つ
い
て白

岩

海

優

本
歌
取
り
に
お
け
る
男
女
の
視
点
の
違
い
に
つ
い
て谷

村

瑞

紀

『

竹
取
物
語』

に
お
け
る
異
郷
へ
の
憧
憬
と
排
除
西

山

実

来

『

源
氏
物
語』

に
お
け
る
蛍
兵
部
卿
宮
論

長
谷
川

美

里

『

と
り
か
へ
ば
や
物
語』

に
お
け
る

女
主
人
公
の
主
人
公
性
に
つ
い
て

羽
田
野

真

由

『

紫
式
部
日
記』

論

紫
式
部
の
女
房
批
評
と
消
息
文
に
込
め
た
思
い

早

川

颯

太

『

伊
勢
物
語』

に
お
け
る
女
の
姿
に
つ
い
て

真

殿

侑

那

源
氏
物
語
に
お
け
る
明
石
の
君
の
性
格
の
特
徴
と

心
理
描
写
か
ら
見
る
母
親
像

水

野

太

雅

『

土
佐
日
記』

の
日
記
と
し
て
の
文
学
性
を
探
る
渡

邉

紗

永

甘
露
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

『

ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
！』

の
漫
画
制
作
の
意
図

『

け
い
お
ん
！』

の
成
功
を
受
け
て

森

香

恋
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男
性
モ
デ
ル
に
よ
る
化
粧
品
Ｃ
Ｍ
の
比
較
と
化
粧
品
の
変
遷

数

森

沙

羅

ア
ニ
メ

『
ぼ
っ
ち
・
ざ
・
ろ
っ
く
！』

と

『

け
い
お
ん
！』

の
表
現
比
較

ラ
イ
ブ
シ
ー
ン
を
中
心
に

伊

藤

大

貴

後
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

現
代
に
お
け
る

｢

微
妙｣

の
意
味
変
化
に
つ
い
て

石

井

花

高
程
度
を
表
す
字
音
形
態
素

｢

猛
・
極
・
絶
・
豪｣

と

｢

超｣

の
比
較

市

村

成

太

若
者
を
中
心
と
す
る

｢

や
ば
い｣

の
使
用
実
態
と
そ
の
分
析

倉

冨

春

花

形
容
詞

｢

少
な
い｣

の
使
用
制
限
に
つ
い
て

下

方

里

紗
｢

失
笑｣

と｢

に
や
け
る｣

の
意
味
変
化
に
つ
い
て

田

立

梨

紗

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
実
況
解
説
の
分
析

展
開
速
度
の
遅
い
ス
ポ
ー
ツ
と
の
比
較

近

松

杏

奈

類
義
語

｢

や
っ
と｣

と

｢

よ
う
や
く｣

に
つ
い
て
の
研
究

辻

は
る
か

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
け
る

｢

死
ぬ｣

の
意
味
拡
張
に
つ
い
て中

根

泰

智

現
代
か
ら
み
る
オ
ノ
マ
ト
ペ

｢

ふ
わ
ふ
わ｣

の
意
味
調
査

林

杏

奈

昭
和
後
期
か
ら
平
成
初
期
に
か
け
て
の

女
児
向
け
広
告
に
お
け
る
文
体
の
特
徴

山

本

歩

佳

｢

姑
息｣

の
意
味
変
化
に
つ
い
て

川

浦

夏

歩

｢

ふ
つ
う｣

の
意
味
・
用
法
の
変
化

丹

羽

彩

乃

酒
井
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

夏
目
漱
石

『

坑
夫』

論

｢

無
性
格
論｣

｢

非
小
説
論｣

の
作
為
性

遠

山

健

人

吉
本
ば
な
な

『

キ
ッ
チ
ン』

論

作
中
の

｢

光｣

を
め
ぐ
っ
て

形

岡

千

聖
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菊
池
寛

『

火
華』

と
蒲
郡

〈

通
俗
小
説〉

で
宣
伝
さ
れ
た
地
方
都
市

鴨

下

萌

花

江
戸
川
乱
歩
作
品
に
お
け
る
差
別
表
現
と

そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
状
況

楠

本

峻

也

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
と
し
て
の
徳
永
直
の
人
間
性

『

妻
よ
ね
む
れ』
の
二
つ
の
主
題
を
ふ
ま
え
て

澤

木

優

真

太
宰
治

『

斜
陽』

に
お
け
る

｢

貴
族｣

｢

貴
族｣

の
正
体

庄

司

瞳

『

草
枕』

と
ケ
ル
ト
世
界

鈴

木

愛

未

大
岡
昇
平

『

野
火』

を
読
み
直
す

｢

戦
後
文
学｣

に
限
定
さ
れ
な
い
戦
争
文
学田

島

瑞

貴

ト
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ

『

グ
リ
ー
ブ
家
の
バ
ー
バ
ラ』

と

谷
崎
潤
一
郎

『

春
琴
抄』

服

部

礼

夢

｢

ふ
る
さ
と｣

に
対
峙
す
る

｢

語
り｣

坂
口
安
吾『

夜
長
姫
と
耳
男』

論

花

里

妃
央
梨

小
説

『

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石』

の
構
造

ス
ト
ー
リ
ー
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
視
点
か
ら

松

野

裕

介

二
人
の
作
家
と
南
京

芥
川
龍
之
介
と
谷
崎
潤
一
郎

三

浦

育

真

福
永
武
彦

『

忘
却
の
河』

考

藤
代
が
抱
く
罪
の
意
識
と
再
生

森

下

新
之
輔

小
説
の
実
写
映
画
化
に
お
け
る
主
題
の
描
か
れ
方

有
川
浩

『

図
書
館
戦
争』

シ
リ
ー
ズ
を
題
材
と
し
て

山

本

莉

子

映
画

『

讃
歌』

と
原
作
小
説

『

春
琴
抄』

美
に
拝
跪
す
る
原
作
と
生
き
た
人
間
を
描
い
た
映
画

若

杉

佳
乃
子

小
川
未
明

｢

牛
女｣

に
み
る
母
の
情
念

死
者
が
も
た
ら
す
祟
り

渡

邊

南
央
子

『

す
ず
め
の
戸
締
ま
り』

に
お
け
る
舞
台
地
と
宗
像
三
女
神

大

坪

里

菜
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�
竹
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

絵
巻
に
描
か
れ
る
人
物
の
所
作
に
関
す
る
考
察

『
信
貴
山
縁
起
絵
巻』

を
中
心
に

足

助

達

紀

絵
巻
物
か
ら
み
る
中
世
文
化
の
変
遷

加

藤

祐

人

白
拍
子
祇
王
・
祇
女
・
仏
と
静
の
描
か
れ
方

『

平
家
物
語』
諸
本
か
ら
少
女
漫
画
ま
で

�

井

智

世

ア
イ
ヌ
文
化
に
つ
い
て
の
研
究

丹

羽

勇

介

中
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
電
子
書
籍
か
ら
見
る
今
後
の
電
子
図
書
館

林

杏

樹

学
校
図
書
館
に
お
け
る

｢

心
の
居
場
所｣

機
能
の
必
要
性
と

居
場
所
つ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み

山

本

雪

読
書
推
進
活
動
と
学
校
図
書
館

｢

第
三
の
場｣

か
ら
見
る
学
校
図
書
館
の

新
た
な
あ
り
か
た
を
探
る

森

翔
太
郎

西
嶋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

小
学
校
英
語
教
育
に
お
け
る
英
単
語
学
習
型

ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
材
導
入
に
つ
い
て大

橋

可

鈴

裁
縫
ス
キ
ル
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
リ
メ
イ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
効
果

リ
メ
イ
ク
後
の
意
識
や
関
心
の
変
化
に
つ
い
て

春

日

悠
太
朗

食
品
表
示
の
危
険
性
と
小
学
校
教
育

土

本

和

弥

大
学
生
に
お
け
る
性
暴
力
の
現
状
と
予
防
教
育

市

川

み
な
み

デ
イ
ケ
ア
送
迎
時
の
寄
り
道
が
も
た
ら
す
効
果

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
を
活
用
し
た

高
齢
者
のQ

O
L

向
上
に
向
け
て

一

志

宇

良

育
児
・
産
後
休
暇
制
度
利
用
者
向
け
の

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
提
案

今

井

美

音

ぬ
り
絵
を
使
用
し
た
歯
科
医
院
で
の
診
療
前
の
不
安
と

緊
張
緩
和
に
対
す
る
提
案

澤

崎

伊

織

心
の
病
へ
の
理
解
を
広
め
る
た
め
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
案

�

田

美

咲
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地
方
テ
レ
ビ
局
に
よ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
数
を
増
や
す
た
め
の
方
策

中

嶋

和

中
京
大
学
に
お
け
る
日
本
版
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

宮

本

萌

花

地
上
波
放
送
を
用
い
た
投
げ
銭
機
能
の
効
果
に
つ
い
て

東
海
エ
リ
ア
の
特
色
を
例
に

向

井

智

美

フ
ァ
ス
ト
映
画
の
新
た
な
映
画
鑑
賞
様
式
へ
の
応
用
に
つ
い
て

山

崎

綾

乃

高
齢
者
向
け
限
定
条
件
付
き
運
転
許
可
カ
ー
ド
の
提
案

時
間
帯
・
ル
ー
ト
限
定
の
運
転
許
可
カ
ー
ド
制
度

山

本

紗

矢

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
音
環
境
に
お
け
る
販
売
促
進
音
声
に

効
果
音
を
用
い
た
場
合
の
影
響

湯

川

愛
花
音

平
塚
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

日
本
酒
の
味
覚
を
表
す
オ
ノ
マ
ト
ペ

湊

悠

生

多
言
語
話
者
の
ラ
イ
フ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
見
る

言
語
習
得
の
多
様
性

馬

場

温

子

関
西
出
身
者
の
移
住
と
言
語
変
容

井

上

由
璃
花

長
野
県
松
本
市
方
言
の
世
代
差

小

林

健

斗

留
学
生
の
日
本
語
学
習
環
境
に
つ
い
て

ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
考
察

齊

藤

広

斗

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
フ
ォ
リ
ナ
ー
ト
ー
ク

鈴

木

楓

七

長
野
県
東
信
地
区
に
お
け
る
文
末
表
現

｢

〜
シ
ナ
イ｣

に
つ
い
て

園

田

萌

乃

東
三
河
方
言
の
現
在

堀

江

桃

香

広
瀬
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ど
の
よ
う
に
役
割
語
が
身
に
付
い
て
い
く
の
か

太

田

莉

紗

現
代
で
も
ギ
リ
シ
ャ
神
話
が
愛
さ
れ
る
理
由

川

村

美

奈

愛
さ
れ
る
悪
役
た
ち

九

澤

李
里
花

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
す
癒
や
し
に
関
す
る
考
察

｢

満
月
珈
琲
店｣

を
例
に

河

野

百

花

参
加
型
受
容
者
に
よ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
作
品
へ
の
影
響

フ
ァ
ン
が
作
品
を
育
て
る
と
は

小

阪

美

月

人
が
聖
地
巡
礼
を
す
る
理
由
と
聖
地
巡
礼
が
及
ぼ
す
影
響

小

柴

琳

寧
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Ｂ
Ｌ
で
世
界
は
変
わ
る
の
か

差
別
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
の
関
わ
り

小

塚

あ
さ
ひ

花
言
葉
に
お
け
る
言
葉
の
表
現
方
法

言
葉
を
花
に
託
す
意
味
と
効
果

斉

藤

佑

奈

画
像
生
成
Ａ
Ｉ
の
表
現
と
今
後

滝

川

花

音

子
ど
も
向
け
番
組
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
変
化
に
つ
い
て

田

中

沙
莉
亜

｢

千
と
千
尋
の
神
隠
し｣

の
魅
力
に
つ
い
て

歴
史
的
ヒ
ッ
ト
の
要
因
と
は

辻

大

成

V
tuber

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
と
人
間
性
か
ら
見
る

V
tuber

が
愛
さ
れ
る
理
由

長

岡

つ
ぐ
み

ア
メ
リ
カ
ン
コ
ミ
ッ
ク
ス
作
品
に
お
け
る
ヒ
ー
ロ
ー
像

永

瀬

芳

カ
プ
セ
ル
ト
イ
の
大
人
向
け
化

水

谷

夏

乃

ア
ジ
ア
文
化
が
反
映
さ
れ
た
タ
イ
ド
ラ
マ
と
日
本
に
お
け
る

タ
イ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
受
容
に
つ
い
て

水

野

唯

音

漫
画

『P
E
A
N
U
T
S』

が
長
き
に
わ
た
り
愛
さ
れ
る
理
由

宮

坂

杏

里

福
井
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

源
氏
物
語
に
お
け
る
生
霊

末
摘
花
と
六
条
御
息
所
を
比
較
し
て

浅

井

香

帆

中
国
志
怪
伝
奇
に
お
け
る

｢

虎｣

イ
メ
ー
ジ

な
ぜ
虎
は
恐
ろ
し
い
の
か

奥

村

優

利

犬
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷

中
古
・
中
世
の
説
話
を
中
心
に

平

松

延

章

死
後
世
界
の
日
中
比
較

前
世
・
現
世
・
後
世
の
関
係
性

松

田

芽

依

今
昔
物
語
集

｢

道
成
寺
物
語｣

の
成
立
史

蛇
に
着
目
し
て

中

川

凜

宮
内
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

卒
業
ソ
ン
グ
の
歌
詞
の
特
徴

1970

年
代
か
ら2020

年
代
を
比
較
し
て河

本

有

里

歌
詞
に
見
ら
れ
る
関
西
方
言
の
特
徴

領

木

陽

捺
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副
詞
的
成
分

｢

普
通
に｣

の
用
法
分
類

Ｘ
に
よ
る
使
用
実
態
調
査
を
通
じ
て

井

田

涼

香

困
難
を
表
す

｢
〜
に
く
い｣

｢

〜
づ
ら
い｣

の

話
し
言
葉
に
お
け
る
使
用
実
態

伊

藤

舞

花

back
num
ber

の
歌
詞
に
お
け
る
心
理
描
写
の
表
現
特
性

太

田

果

南

高
橋
留
美
子
作
品
の
オ
ノ
マ
ト
ペ

岡

田

美

咲

新
聞
の
見
出
し
に
お
け
る
紙
面
とW

eb
の
臨
時
一
語
の
比
較

菊

地

正

人

女
性
誌

『G
ISE
L
e』

の
見
出
し
特
徴
調
査

雑
誌
とW

E
B

サ
イ
ト
を
比
較
し
て

瀧

栞

里

若
者
が
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う

｢

懐
メ
ロ｣

の

歌
詞
に
使
用
さ
れ
る
語
彙
の
分
析

竹

中

千

尋

Ｘ
に
お
け
る

｢

ク
ナ
イ｣

の
年
代
別
使
用
実
態
調
査成

畑

羽

紗

補
助
動
詞

｢

得
る｣

の
発
音
と
意
味
に
つ
い
て

日

野

啓

真

皮
肉
表
現

｢

さ
す
が｣

の
使
用
実
態
調
査

淵

本

虹

大

同
意
要
求
表
現

｢

動
詞+

ク
ナ
イ｣

の
使
用
実
態
に
つ
い
て

前

田

帆

香

Ｘ
に
お
け
る

｢

え
ぐ
い｣

の
使
用
実
態

水

野

里

菜

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
に
お
け
る
発
話
に
伴
う
文
字
テ
ロ
ッ
プ
の
特
徴

村

若

亜
由
美

B
C
C
W
J

を
用
い
た

｢

う
っ
と
う
し
い｣

の
類
義
語
の
意
味
分
析

薮

下

風

夏

宮
澤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
質
問
態
度
の
違
い
に
よ
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
の
情
報
の
提
示
方
法

伊

藤

仁

コ
ン
ト
に
お
け
る
女
性
文
末
詞
の
使
用
傾
向
と
年
代
ご
と
の
推
移

伊

藤

愛

菜

接
客
コ
ン
テ
ス
ト
か
ら
見
る
理
想
的
な
接
客
の
言
語
的
特
徴

井

上

颯

太

ア
パ
レ
ル
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
と

商
品
紹
介
文
の
関
連

内

山

碧

｢

き
さ
ら
ぎ
駅｣

大
衆
化
の
経
緯

蔭

西

り
ん
か
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｢
な
く
て
い
い｣

｢

な
く
て
も
い
い｣

と
い
う

二
つ
の
類
似
表
現
に
お
け
る
受
け
手
の
解
釈
の
差

加

藤

香

音

日
本
語
に
お
け
る

｢

は
い｣

の
役
割
と
挑
発
の
効
果
に
つ
い
て

北

川

鷹

斗

大
阪
方
言
を
母
語
と
し
な
い
話
者
に
お
け
る
共
通
語
と

大
阪
方
言
的
発
話
の
談
話
に
お
け
る
印
象
の
違
い
及
び

使
用
に
対
す
る
受
容
の
調
査
と
分
析

木

村

洋

斗

友
人
同
士
の
雑
談
に
お
け
る
話
題
転
換
の
諸
相

榊

原

香

奈

オ
ン
ラ
イ
ン
に
お
け
る
３
人
の
会
話
参
加
者
の

あ
い
づ
ち
表
現
の
特
徴

篠

田

小
寿
々

歌
詞
か
ら
み
る
韓
国
ガ
ー
ル
ズ
グ
ル
ー
プ
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い

鈴

木

沙
ら
奈

男
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プSnow

M
an

に
お
け
る

呼
び
か
け
語
と
人
間
関
係
の
相
関

服

部

楓

香

大
学
生
に
お
け
る
呼
称
選
択
の
許
容
度
と
性
自
認
と
の
関
わ
り

水

谷

優

里

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
バ
ン
ド
の
Ｍ
Ｃ
に
お
け
る

主
題
と
と
り
ま
と
め
る
表
現
の
分
析

宮

坂

一

汰

競
馬
実
況
に
お
け
る
音
声
の
み
の
実
況
と

映
像
と
音
声
を
使
用
し
た
実
況
の
比
較

山

路

和

奏

漫
才
、
コ
ン
ト
に
お
け
る
容
姿
い
じ
り
表
現
の
変
化若

狹

碧

果

柳
沢
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

｢

雪
女｣

の
類
話
比
較
と
作
中
の
雪
女
の
役
割
に
つ
い
て

大

橋

圭

介

｢

吉
備
津
の
釜｣

の
磯
良
の
人
物
像
に
つ
い
て

黒

田

有

紗

『

深
山
草』

の
執
筆
方
法

『

雨
月
物
語』

と
の
比
較
に
も
と
づ
い
て

田

中

凌

太

『

桜
姫
全
伝
曙
草
紙』

考

『

勧
善
桜
姫
伝』

並
び
に
引
用
書
目
を
中
心
に

松

永

和

真

安
倍
晴
明
伝
承
の
伝
播

『

�
�
抄』

『

安
倍
晴
明
物
語』

『

し
の
だ
づ
ま』

の

比
較
を
軸
に

安

江

勇

人

233



狐
忠
信
の
恩
愛
が
人
間
の
親
子
関
係
に
及
ぼ
す
影
響山

本

芽

依

『

宿
直
草』

に
登
場
す
る
天
狗
像
に
つ
い
て

森

山

武

輝

小
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

｢

熊
野
鬼
ヶ
城
伝
説｣
考

英
雄
譚
の
誕
生
と
熊
野
地
域
の
特
性

石

川

沙
衣
香

近
世
に
お
け
る
聖
地
熊
野
信
仰
に
つ
い
て
の
一
考
察

｢

熊
野
観
心
十
界
曼
荼
羅｣

と

｢

那
智
参
詣
曼
荼
羅｣

を
中
心
に

大

島

か
え
で

江
戸
時
代
の
猫
絵
か
ら
み
る
猫
へ
の
意
識
の
変
遷

歌
川
国
芳
の
戯
画
に
よ
る

｢

猫
絵
ブ
ー
ム｣

の
検
討
を
中
心
に

田

上

聖

和

江
戸
後
期
に
お
け
る
疱
瘡
・
麻
疹
と
稲
荷

虎

澤

祐
貴
代

〈

国
民
作
家〉

司
馬
遼
太
郎
の
思
想

『

坂
の
上
の
雲』

の
乃
木
希
典
描
写
か
ら
探
る

司
馬
が
想
っ
た
一
九
六
○
年
代

橋

口

桃

子

薬
と
し
て
の
人
肉
食

山
田
浅
右
衛
門
の
製
薬
事
業
を
中
心
に

日
比
野

来

夢

遊
女
の
思
想環

境
と
行
動
か
ら
読
み
解
く

江
戸
時
代
の
遊
女
の
思
考
回
路

深

谷

菜
々
子

排
耶
書
か
ら
み
る
キ
リ
シ
タ
ン
観

鎖
国
確
立
期
と
幕
末
開
国
期
の
排
耶
書
比
較
を
中
心
に

牧

結

菜

一
揆
物
語

｢

鴨
の
騒
立｣

と
渡
辺
政
香

三
河
加
茂
一
揆
に
お
け
る
民
衆
思
想

松

田

純

怜

『

帖
外
御
文
章』

開
版
差
止
事
件
に
み
る
西
本
願
寺
と
尾
張
書
林

三

宅

咲

幸

江
戸
中
期
美
人
画
か
ら
見
る
描
か
れ
た
女
性
と
似
顔
絵
表
現

春
信
・
清
長
・
歌
麿
を
通
じ
て

山

崎

未

稀

小
池
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

平
安
期
に
お
け
る
モ
ノ
ノ
ケ
と
呪
詛

西

村

優

花
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｢
食
国｣

が
も
た
ら
す
天
皇
の
権
威

阿

部

玲

菜

将
門
・
純
友
の
乱
が
与
え
た
影
響
と
乱
後
の
伝
説
・
伝
承
の
形
成

磯

貝

航

介

平
安
時
代
の

｢
家｣

と
養
子

市

川

華

平
安
時
代
後
宮
に
お
け
る
キ
サ
キ
・
女
房
が
与
え
た
影
響

内

海

穂

香

唐
の
宮
廷
社
会
に
お
け
る
阿
倍
仲
麻
呂
の
位
置
づ
け神

谷

威

瑠

室
町
時
代
の
大
飢
饉
に
み
ら
れ
る
、｢
富
の
集
中｣

と
い
う

人
為
的
要
因
に
つ
い
て

川

部

梨

乃

戦
国
期
に
お
け
る
忍
び
の
実
像

近

藤

雪

乃

元
正
・
孝
謙
を
中
心
と
し
た
日
本
古
代
女
帝
の
婚
姻笹

原

茜

里

宇
佐
八
幡
宮
神
託
事
件
に
お
け
る
首
謀
者
と
道
鏡
の
真
意

藤

井

佑

衣

畠
山
氏
分
裂
要
因
の
再
検
討

永
正
元
年
の
和
睦
に
着
目
し
て

松

岡

航

汰

小
早
川
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

成
人
式
と
成
人
意
識

愛
知
県
の
事
例
を
中
心
に

石

川

颯

晟

犬
と
の
暮
ら
し

進
展
す
る
家
族
化
を
中
心
に

石

原

柚

希

長
草
御
殿
万
歳
の
継
承
問
題
に
つ
い
て

井

上

夕

姫

祭
り
の
継
承
を
考
え
る

上
名
和
祭
り
ば
や
し
保
存
会
の
事
例
か
ら小

島

紗

弥

民
家
建
築
の
活
用
と
今
後
の
課
題

文
化
財
建
築
を
事
例
に

近

藤

創

太

和
楽
器
の
継
承
と
そ
の
問
題
に
つ
い
て

末

久

美

月

生
体
販
売
を
め
ぐ
る
民
俗

猫
を
中
心
に

中

口

航

輝

豊
川
稲
荷
・
大
栄
講

現
状
と
継
承
の
問
題
に
つ
い
て

林

健

太

サ
ウ
ナ
を
め
ぐ
る
民
俗

高
齢
男
性
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

古

谷

碧

人
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昆
虫
食
の
変
化
と
現
状

日
常
食
か
ら
食
文
化
へ

峯

村

朋

季

白
根
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

徳
川
公
儀
の
創
出
過
程
と
諸
大
名

浅
野
家
を
中
心
に

加

藤

瑞

樹

江
川
英
龍
の
建
議
書
に
み
る
海
防
と
対
外
認
識

久
保
川

葵

仁

近
世
初
期
に
お
け
る
改
易
・
転
封
と
幕
藩
領
国
体
制
の
再
編

小

西

日
々
輝

長
州
藩
に
お
け
る
農
兵
論
と
奇
兵
隊

吉

野

将

吾

政
事
総
裁
職
松
平
春
嶽
を
め
ぐ
る
朝
幕
関
係

渡

邉

一

真

中
元
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

春
日
一
幸
と
政
界
再
編

｢

五
五
年
体
制｣

に
お
け
る
第
三
極
政
党
の
実
態

相

川

息

吹

近
代
に
お
け
る
松
坂
屋
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
と
催
事
の
展
開

名
古
屋
に
お
け
る
三
大
博
覧
会
の
分
析
を
中
心
に

岡

田

直

澄

百
貨
店
女
店
員
と
顧
客
と
の
関
係
性

小

川

ゆ

き

野
球
王
国
愛
知
の
発
展
と
私
鉄
・
新
聞
社
の
役
割

奥

田

悠

馬

宮
中
某
重
大
事
件
に
お
け
る

『

読
売
新
聞』

の
報
道

及
び
そ
の
背
景
と
目
的

河

村

律

輝

戦
前
期
に
お
け
る
蹴
球
の
発
展
と
政
治
的
・
外
交
的
役
割

鬼

頭

武

蔵

昭
和
天
皇
・
高
松
宮
の
皇
族
認
識

沢

田

將

聖

日
本
海
軍
に
お
け
る
航
空
主
兵
論
の
台
頭

第
一
次
世
界
大
戦
か
ら

太
平
洋
戦
争
開
戦
ま
で
を
中
心
に

豊

田

雄

輝

播
磨
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

戦
国
大
名
と
駿
府
浅
間
社
支
配

特
に
流
鏑
馬
神
事
を
中
心
に

牛

田

亮

介

豊
臣
政
権
シ
ス
テ
ム
と
五
大
老
・
五
奉
行

秀
次
事
件
か
ら
関
ヶ
原
合
戦
に
至
る
ま
で大

前

亜
里
彩

刀
狩
令
の
公
布
対
象
と
年
代
の
考
察

小
野
田

航
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織
豊
期
に
お
け
る
国
産
茶
陶
に
つ
い
て

瀬
戸
・
美
濃
焼
を
中
心
に

戸

田

詩

織

信
玄
堤
の
目
的
に
つ
い
て

武
田
氏
の
治
水
政
策
を
も
と
に

外

山

元

気

葛
山
氏
に
つ
い
て

鳥

居

郁

哉

三
好
政
権
の
実
態

中

島

陽

太

慶
長
遣
欧
使
節

な
ぜ
政
宗
は
幕
府
の
禁
教
方
針
に
反
す
る

外
交
使
節
を
派
遣
で
き
た
の
か

永

作

駿

輔

秀
吉
死
後
の
豊
臣
政
権
で
の
前
田
利
長
の
立
場
の
再
検
討

廣

嶋

那
百
太
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